
〈日　時〉平成３０年１月２３日(火) １８：００～２０：３０ (１７：３０分開場)

〈会　場〉神奈川新聞社　横須賀支社　５階会議室

　　　　　　　横須賀市小川町 ２１-９（京急 横須賀中央駅から徒歩１０分）

〈参加費〉１,０００円（飲み物と簡単なおつまみ代金です）

　

　話題提供者　　 赤羽根日出夫　氏（元神奈川県立図書館長）

　 テ ー マ

　テーマ要旨

〈当番幹事〉

　(公財)横須賀市産業振興財団　統括コーディネーター　堀込孝繁　

　　　　                           スターリングエンジン普及協会　　理 事 長　鶴野 省三

　赤羽根さんは長野県小川村の出身で、神奈川県庁退職後、故郷の地
名や神社を研究するうち、縄文時代の文化との接点を発掘。全国の難
読地名の由来がアイヌ語で解けることも理解。壮大な縄文時代以降の
日本人のルーツに関わる解説をお話いただきます。
横須賀在住で、三浦半島の地勢についても改めて考えるきっかけとな
ります。みなさんと共有する点があると思います。

～ 今回の話題提供 ～

「解き明かされた、謎の縄文地名」

Email：plaza5@olive.ocn.ne.jp

■ 参加される方は、当番幹事の上記のメールアドレス宛、お申し込み下さい ■

                           事務局：神奈川県異業種連携協議会　　　　専務理事　 芝　 忠･

サロンの趣旨
三浦半島全域の各分野で活躍する意欲ある皆様方が集まって、産業界、研究・教
育機関、行政などの知恵と情報をスクランブルさせて、ネットワークを形成したいと思
います。

第80回「三浦半島経済人サロン」開催通知

地域の幅広い人材交流を目指した“新産学交流サロン”


